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計画図(縦断図)において立体的な範囲を定める区域の位置図（その１）S=1/2500

1000％
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600％

500％

800％

計画図(縦断図)において立体的な範囲を

定める区域の位置

立体的な範囲を定める区域（南海）

なにわ筋線

【凡例】

立体的な範囲を定める区域（JR）

容積率区域線
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【凡例】

立体的な範囲を定める区域（JR）

計画図(縦断図)において立体的な範囲

を定める区域の位置

計画図(縦断図)において立体的な範囲

を定める区域の位置

計画図(縦断図)において立体的な範囲を定める区域の位置図（その２）S=1/2500

容積率区域線



4k000m

立体的な範囲を定める区間　L＝676ｍ

載荷重の最大限度
200KN/㎡

載荷重の最大限度
200KN/㎡載荷重の最大限度

160KN/㎡

載荷重の最大限度
160KN/㎡

立体的な範囲からの離隔距離の最小限度

荷重位置4.5m 4.5m
4.5m

4.5m4.5m

4.5m
4.5m

荷重位置
荷重位置

荷重位置

容積率800％ 容積率600％ 容積率800％ 容積率600％

【凡例】設計の概要を表示する図面　(縦断図 (その１) ) V=1/400 H=1/2500

DL=TP-60
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-20

-10

-40

-50

DL=TP-0



5k000m

(仮称)南海新難波駅

中心粁程
北梅田起点 4k640m00立体的な範囲を定める区間(南行)L＝120ｍ

立体的な範囲を定める区間(南行)L＝55ｍ

載荷重の最大限度
160KN/㎡ 載荷重の最大限度

160KN/㎡

4.5m4.5m

4.5m 4.5m
4.5m 4.5m

立体的な範囲からの離隔距離の最小限度

載荷重の最大限度
160KN/㎡

荷重位置
4.5m

載荷重の最大限度
160KN/㎡

荷重位置
荷重位置

容積率600％ 容積率600％ 容積率600％

立体的な範囲を定める区間(南行)L＝165ｍ

設計の概要を表示する図面　(縦断図 (その２) )南行 V=1/400 H=1/2500

DL=TP-60

-30

-20

-10

-40

-50

DL=TP-0

【凡例】



5k000m

(仮称)南海新難波駅

中心粁程
北梅田起点 4k640m00

立体的な範囲を定める区間(北行)L＝139ｍ

立体的な範囲を定める区間(北行)L＝9ｍ

立体的な範囲を定める区間(北行)L＝96ｍ

載荷重の最大限度
160KN/㎡ 載荷重の最大限度

160KN/㎡

4.5m4.5m

4.5m
4.5m

4.5m

立体的な範囲からの離隔距離の最小限度

載荷重の最大限度
160KN/㎡

荷重位置
4.5m

立体的な範囲からの離隔距離の最小限度

荷重位置

荷重位置

4.5m
荷重位置

容積率600％ 容積率600％ 容積率600％ 容積率600％

立体的な範囲を定める区間(北行)L＝47ｍ

DL=TP-60

-30

-20

-10

-40

-50

DL=TP-0

設計の概要を表示する図面　(縦断図 (その３) )北行 V=1/400 H=1/2500
【凡例】


